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要約 : 本研究は 現代企業の基本構造とその特質について それを構成する基本要素である組織と法人制度
の理論的な分析検討を通して明らかにした 組織と法人制度を同時に同一の視点で論じるという学際的な
手法は必ずしも一般的手法とは言えないが しかし そのことにより現代企業の特質の一端を把握すること














村上公文 +31. +31 としたい+ この定義に示される
ように 組織とは一定の目的達成のために構成された人間
集団であり 他の人間集団と組織とを区別する標準は組織
のもつ目的指向性にあると言える 角野 +332 +, そし
て 組織は その目的の共通性故に組織構成員の一体
性同質性が強化されるために必然的に大規模化を志向
し 更に 大規模化を達成するために分業 division of
labourに基づく協業化 cooperationとそれにともなう
各役割の専門化 specialization 専門職化 profession-
alizaitionが促進されまた 認識体系の発展拡大に
ともない情報処理能力を高め 組織の能力を向上させるこ












 の中でのマシャル MARSHALL, Alfred の指摘が




めた MARSHALL +23* 訳書 2, ,+0以下 しかし そ
の後 彼のこのような組織に関する重要な指摘は 積極的
な問題意識として十分に展開されたわけではなかった 角






的な枠組みである法人judicial person, legal person, cor-














Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., .3 (+), +1., (,**.)










menda に求める説が有力である+- そして これらの会
社制度のうちコンメンダは 合資会社の先駆的形態である
アコマンディタ accomandita と匿名組合の先駆的形態



















いて 広く経済学 会計学 社会学等の知見も取り入れな
がら それらの延長上にある現代企業という共通の視点に
立って それらのもつ機能について理論的な分析検討を












内工業から工場制手工業 manufacture : マニュファク
チュア へと展開し 工場制機械工業ないし機械制大工
















し 独自の社会進化論 Social Evolution を展開した+3
彼の社会進化論は 適者生存の原理 the principle of sur-
vival of the ﬁttestを基礎に社会を生物のように有機体
organism として捉え 社会有機体 social organism
つつ 自由放任的な個人主義の立場を前提として成立する




development and growth 概念である,+が 彼は進化の
度合いは 単純社会からより複合的な社会へ the trans-
formation of the simple society into the complex socie-
tyすなわち 軍事型社会から産業型社会へ the trans-





とであった このことは 進化が 同質性から異質性へ
the transformation of the homogeneous into the heter-
ogeneous という方向で進むのと同じく 同質的社会か
ら異質的社会へ という方向で社会が進化することを示し












を分析した 彼は人間の意志を本質意志 Wesenwille と
選択意志 Ku¨rwille に二分し 本質意志により生み出さ
れる社会をゲマインシャフト Gemeinschaft 選択意志
により生み出される社会をゲゼルシャフト Gesellschaft




成立する社会をいい ゲゼルシャフトは契約 Vertrag od.
Kontrakt と協約 Konvention という社会意志に基づ
いて成立する社会を言う TO»NNIES +221 訳書上巻巻末
概念一覧表 訳書下巻 ,*2,*3参照 そして ゲマイン




stadt の社会で 経済的には商業 Handel や工業 In-
dustrie を中心とする社会であり それは商品貨幣経済に
基礎をおく債権中心の契約社会であった TO»NNIES +221





とは 具体的に見れば 近代化は家族関係 家族集団 や









に 彼は スミス SMITH, Adam によって経済現象の分
析に用いられた分業 division of labour の考え方を社会
構造変動の分析に援用し 社会の連帯組織もしくは統合原
理について論じた DURKHEIM +23-訳書上巻 2+2, 23
3+,2 すなわち 彼は社会の連帯組織を機械的連帯 soli-
































を問題とした SIMMEL +23*訳書 +,+-,3そして 集
団の拡大と個性の発展 という視点から 集団内部の同質
性と集団相互間の同質性とが逆相関の関係で変化すること
を論じたのであった SIMMEL +23* 訳書 /*以下 なお
尾高 +32* .../居安 ,*** -*-.碓井ほか編 ,***
-*+参照 すなわち 彼によれば 前近代社会では集団の
規模は小さくその成員は同質的であったが 個の集団は




SIMMEL +23* 訳書 /*以下 なお 尾高 +32* .. 居
安 ,*** -*-+ 碓井ほか編 ,*** -*+参照 また 彼
は 社会圏の交錯 Kreuzung という視点から 前近代
社会では 個人は封建的な社会圏	出自や住居の近さなど
の血縁地縁	により結合し集団をつくるが 近代社会で
は 個人は近代的な社会圏	個人としての特質 傾向 関
心 活動様式等の類似性	に基づき 目的や機能において
多様かつ多元的な諸集団の各に部分的に所属 分属 す
るとした SIMMEL +23* 訳書 ++*以下 なお 尾高
+32* .0.1 居安 ,*** -3.- 碓井ほか編 ,*** -*+
参照そして進化した社会では未分化の社会よりも多く
の機能が同時に行われるために 様な力が節約されると
いう 分化と力の節約の原理 を説いた SIMMEL +23*
訳書 +,1以下 なお 尾高 +32* .1 居安 ,*** .-.0


























厚東訳 +313 /2.以下 内的動因としては 経済手段の
量的増大と結びついて 能力と欲求の分化の展開のもたら
す作用をあげ WEVER +3,, 厚東訳 +313 /2. 外的
動因としては 個人の担税力を集約的に搾取しようとす
る国庫的利害関心のような競合する社会形象の干渉をあげ
た WEVER +3,, 厚東訳 +313 /2. そして 彼は
このような家共同体の解体過程近代化過程を促進するも
のが合理性であるとしたが それは形式的合理性と実質的
合理性に分かれ 両者のアンチノミ 二律背反 の中か
ら形式的合理性が貫徹されてくる過程こそが近代化の過程
であるとしたのであった 友枝 +32+b +0+参照 彼に
よれば この形式的合理性にかなうものが官僚制的支配で
あり また複式簿記の制度であり それを支える合理的精












へ	 というものであった 高田 +31+ +0-以下 なお 友
枝 +32+b +0,参照 すなわち 彼は社会発展の方向性
を 0つの法則に基づき分析し 高田 +31+ 第 /章 第 0
章 基礎社会拡大縮小の法則では 社会発展にともな
い大社会 国家 は拡大するが 小社会 家族 は縮小す
ることを定式化し 高田 +31+ ,-,,-1 中間社会消
失の法則では 近代社会が国家により直接統治されること
を背景として村社会のような中間社会が消失していくこと
を定式化し 高田 +31+ ,-1,.* 基礎社会衰耗の法
則では 派生社会が支配的になることとともに基礎社会の
弱化を定式化し 高田 +31+ ,.*,/+ 派生社会分散
の法則では 派生社会の数が増大することを定式化し 高
田 +31+ ,/-,/1 社会的錯綜の法則では 派生社会
が交差し高度に複雑な社会構造が生じてくることを定式化
し 高田 +31+ ,/1,0+ 利益社会化の法則では 派
生社会が支配的になることを社会関係が利益の共通性に基
づいて行われることと捉え テンニエスの概念を援用しこ
れを定式化した 高田 +31+ ,0+,00 そして 以上の
ような社会発展の方向性をもたらす要因を 利益社会化
理知化 世界化の三方面に求め 高田 +31+ ,03,2*
それを受けて独自の社会中心史観 第三史観 を展開した












general adaptive capacity の上昇という点から捉え
独自のAGIL図式の .機能に関連させ 適応的上昇 
分化 包摂 価値パタンの一般化の四つをその方向
性として対応させた PARSONS +300訳書 -+-/-1そし
て 社会は原始社会中間社会近代社会へと発展すると
し その発展要因を進化的普遍態 evolutionary univer-
salsに求めたのであった PARSONS+300訳書 -2.+-2
彼によれば 進化的普遍態の出現した社会では一般的適応
能力が増大し 社会成層 文化的正当化 貨幣と市場の複
合体 官僚制組織 民主的結社 一般化された普遍的規範
の出現が見られるとされ このうち社会成層と文化的正当
化は原始社会から中間社会への発展過程に見られ 貨幣と
市場の複合体 官僚制組織 民主的結社 一般化された普
遍的規範は中間社会から近代社会への発展過程に見られる
とした 友枝 +32+b +.0参照 これらの近代化の進化
的普遍態は更に彼の考える近代化の諸側面である産業革命
industrial revolution民主革命democratic revolu-
tion 教育革命 educational revolution に関連するの













にも関係するものであった 友枝 +32+b +1*+1+参照
教育革命は 経験的知識の増大 すなわち彼の言う認知的
合理性 recognitive rationality の進展に関わるもので
あり 社会的共同体とパタン維持の変動に関係するもの





織の必要性が認識されている PARSONS +3/+ 訳書 +/3
,*/ PARSONS and SMELDER +3/0訳書1,2*そして
彼の重視した教育の側面においても教育と学術研究の制度
化としての組織の意義が認識されていたと考えることがで







減と捉え-3 それは変異 Variation 選択 Selection
安定化 Stabilisierung の -つのメカニズムにより構成




り 複雑性が増大するとしている 友枝 +32+ a +.1参
照 そして 彼は社会の発展過程を古代社会 高度文化社















永 +330 33.* すなわち ここに機能分化とは それま
で融合していた異質の機能が分離することであり それは




+330 33 彼は このような機能分化ないし構造分化の
中で最も注意を要するのは家族と組織との分離であるとし
富永 +330 33 近代産業の進展は家族が経営機能を喪
失し消費生活単位として純化される過程であるとともに
富永 +330 +** それは逆の視点から見れば雇用社会
エンプロイ社会 成立過程であるとした 富永 +330
+*- そして 構造的に分離した家族と組織 企業 の相
















る分業化 協業化 専門化に支えられて 組織化の本来の
効率性を得るべく組織の規模と範囲を拡大するのである














は周知のようにスミス SMITH, Adam であった.+ 彼は
諸国民の富	の中でピン工場の事例をあげ分業のもつ効




つながるものであった SMITH +110 訳書第 +分冊 32
すなわち彼は分業が生産諸力を増進させる要因として 職
人の技巧の増進 時間の節約 機械の発明をあげ その効




ができるのである SMITH +110 訳書第 +分冊 32., そ
して その結果として一般的富裕 general plenty が社
会の全ての様の階級を通じてゆきわたるとしたのであっ










を前提として分業を論じていたこと 角野 +330 1参照
に加えて 工場内分業と社会的分業とを同一視していたか
らである 中村 +310 /.//参照 すなわち 彼は工場
内分業と社会的分業 職業分化 とを同一視してており
両者の混同が見られるのである 中村 +310 /,参照が
これに対してマルクス MARX, Karlは 資本論の中で
分業を マニファクチュア的分業 工場内分業 と すべ
ての商品生産の一般的基礎をなす社会的分業 に分け




業に基づく協業 MARX +201訳書 /2/の重要性を認識
していた MARX +201 訳書 /0+以下 のである
マルクスは労働の生産力の向上を惹起する要因として分
業とともに協業Kooperation, cooperationをあげMARX




の労働の形態 MARX +201 訳書 /01 と定義し





訳書 /10 更にそのような管理過程は 一方において生産
のための社会的過程であり 他方において資本の増殖過程
であるという二重性を有しているとするのであった

















て 新制度学派の経済学に基礎をおく 組織の経済学 は
専門化された各分業間の関係を交換過程として捉え 更に
それを取引概念で示し 取引調整という視点でこれを分析
している DOUMA and SCHREUDER +33+ 12訳書 +++,




















資源の効率的配分ならびに費用 cost と不確実性 un-
certainty の吸収という観点から検討する
スミスは 諸国民の富 の中で 見えざる手 invisible
handという表現でもって価格機構 price mechanism
を表し これによって全ての経済主体の行動が効率的な方









した SMITH +110 訳書第 +分冊 ,*+以下 そして こ
のような不均衡はやがて市場における価格機構により調整
され 供給者 需要者ともに適正な資源配分を行い 均衡
状態になり自然価格が回復されると指摘した SMITH
+110訳書第 +分冊 ,*-,*1彼の理論は市場における




古典派経済学 neo-classical school における一般均衡理







見て 当然 次のような疑問が発せられよう なぜ 組織
が存在するのであろうか COASE +3-1 : +322 訳書 .+
という問題を提起し 企業 組織 の特質は 価格メカ




場合には価格メカニズム 機構 が調整を行い また別
の場合には企業家がこれを行うのか COASE +3-1 :
+322 -0訳書 ., について検討を進め 企業を設立する
ことがなぜ有利かという主要な理由は 価格メカニズムを
利用するための費用が存在する ということにあるように
思われる COASE +3-1 : +322 -2訳書 .. と述べ 市場
における取引に要する情報 information や契約 con-
tract の費用の存在に注目したのであった その上で 彼












COASE +3-1 : +322 .*.+訳書 ./.0 ナイト KNIGHT,
Frank H. の批判を通して 市場取引における不確実性の
吸収のためには企業組織の利用が効率的であるとも指摘し




させることができるのなら いったい なぜ 市場取引が
そもそも存在しているのだろうか なぜすべての生産は
巨大な一企業によって行われてしまわないのであろうか






格が上昇する可能性があること 以上につきCOASE +3-1 :









COASE +3-1 : +322 ./訳書 /*
このようなコスによる市場的調整と組織的調整に関す
る問題点の指摘は 更にウイリアムソン WILLIAMSON,
Oliver E. らによって一層の展開を見るのであった 彼は
コスの理論を更に展開し 独自の視点から組織失敗の枠
組み organizational failures framework の理論を展開
した WILLIAMSON +31/ すなわち 市場取引が組織内
に取り組まれる要因について コスは市場取引に費用を
要することともに市場取引の不確実性をあげたが 彼はこ















えてチャンドラ CHANDLER Jr., Alfred D.はその著書
経営者の時代 の中で アメリカにおける +2.*年代から
+3,*年代までの企業経営に関する歴史的研究を通して企
業という事業単位の管理と調整を市場との関連で捉え こ
れを実証的に検証したCHANDLER, Jr +311 /0訳書 +*
++ 彼の帰結は 新制度学派の研究者が指摘するように
経済活動と資源の配分にあたって 近代企業が市場メカ
ニズムにとってかわった CHANDLER, Jr +311 +訳書 .
という点であり 経済の多くの部門においてマネジメン
トという目に見える手 visible hand が かつてスミス
が市場を支配する諸力の見えざる手 invisible hand と
呼んだものにとってかわった CHANDLER, Jr +311 +訳
書 . とするものであった 彼は近代企業について 一つ
は 多数の異なった事業単位から構成されているというこ
ともう一つは階層的に組織された俸給経営者 salaried
executives によって管理されている CHANDLER, Jr






























た もっとも マルクスは 資本論 の中でいち早く資本
主義企業における管理の必要性を認識しており そこにお
ける資本家 企業家ないし経営者 の 指揮 監督及び調
整	 機能に注目するとともに 分業に基づく協業の促進を
資本家のもつ計画	と権威	に求めていたMARX+201
訳書 /10 そして 彼は協業の大規模化にともない資本家
のもつ管理機能が細分化され 経営者以外のミドルクラス
の管理者が必要になることについても指摘していた











期の管理論は 周知のように工場管理 shop manage-
mentの問題として工場技術者による工場現場における
問題への対応とその解決という形で展開した そのような
中で とりわけアメリカ機械技師協会 ASME : Ameri-
can Society of Mechanical Engineers に所属する工場
技術者達の貢献は大きく 角野 +330 +*2++-参照 そ
の代表的な成果の一つがテイラ Taylor, Frederick
Winslow の科学的管理法 Scientific Management で
あった/-しかしテイラやファヨルFayol, Henri/.
らによりまとめられた考え方 すなわち古典的管理論
classical theory of business administration ないし伝
統的管理論 traditional theory of business administra-
tion//が対象としたのは工場制工業であり それは基本


















論 classical organization theory/1 からバナド
















担うとした CHANDLER, Jr. +311 12訳書 +-+. そし
て このような管理者の階層的組織を欠いた複数単位企業
ではその発展は妨げられるとした CHANDLER, Jr. +311













れる 経営者の役割 を著し 独自の協働体系 coopera-
tive system 概念を用い BARNARD +3-2 0/訳書 01
人間活動の体系行為 action の体系の中に組織の本
質を求め 一つのシステムとして組織現象を捉え
BARNARD +3-2 12訳書 2*それを前提として経営者に
必要とされる管理職能 executive function を明らかに
しようと試みた 彼は 人間活動の体系は意識的な調整
coordination 主体である管理職能に基づき調整された
ものであるとした BARNARD +3-2 1-訳書 1/ そして
木原24
組織 公式組織 : formal organization を伝達 com-
munication 貢献意欲 contribution 共通目的
purpose の三要素で捉えたが そのうち伝達は権威 権
限 : authority とともに管理職能を支える重要なもので





librium of organization の条件として論じ その要件を
組織有効性 e#ectiveness of organization の確保と
組織能率 e$ciency of organization の確保に求めた
BARNARD +3-2 0 Chap. +0訳書 0 +0章 そして こ
の二つの概念は管理者の職能の内容を示すものであった
彼は 組織 公式組織 の本質を目的に対する手段の選択
すなわち意思決定 decision であると捉え 意思決定こ
そが管理者及び管理者職能の本質に結びつくとした







SIMON, Herbert A.もまた独自の視点から 経営行動を
著し 組織における管理者の意思決定の重要性を説いた
彼は 意思決定を一定の目的を達成するための手段の選択
と捉え SIMON +3./ 1/訳書 30 現実の組織における連
続的かつ階層的な意思決定過程の中における人間行動の合
理性の限界の確認と合理性の拡大の可能性について論じた
SIMON +3./ 0,訳書 13 彼は 組織の意思決定過程を
実体的計画化 substantive planning 手続き的計
画化 procedural planning これら意思決定の計画化
の執行として捉え 意思決定の計画化によって人間行動に
より高い合理性をもたらすことができることを指摘した




として権限 authority 関係をあげた SIMON +3./ +,/
訳書 +0- ここに権限とは 他者の行動を導き意思決定を
なす権力である バナドにならい 組織を意思決定の
分業化された体系であると考える彼にとって このような
組織影響力の行使はコミュニケション 伝達 : commu-
nication 体系なくしては実行不可能であった SIMON
+3./ +/. +/1+03訳書 ,** ,*.,+2 彼は 環境刺激
に対して目的達成という視点から積極的に学習する問題解
決的な行動をとる人間観を前提にして 組織を一つの情報
処理 information processing 体系として捉え 意思決
定の合理性の拡大の可能性を計画化と実行のプロセスとし
て論じたのであった
更にサイモンはマチ MARCH, James G. との共著で
ある オガニゼイションズ において 行動科学的な視
点から意思決定の分析を試みた 彼らはここで 客観的合
理性をもち最適行動を選択し得る経済人 economic
man モデルに代わる管理人 administrative man モデ
ルを定義した ここに管理人とは 制限された合理性
bounded rationality のもとで欲求水準 aspiration
levelに左右されながらなされる満足的意思決定のモデル
であり MARCH and SIMON +3/2 +-0+.+訳書 ,*1,+.
彼らはこのような管理人モデルを前提として 組織におけ
る意思決定の多くが満足的意思決定であるとした MARCH
and SIMON +3/2 +-0+.+訳書 ,*1,+.このような満足
的意思決定のうち標準化された手段選択すなわち刺激
反応型の行動により定型化された意思決定がなされる現
象を意思決定のプログラム化とし MARCH and SIMON

































は 企業組織における意思決定過程を 組織目的 or-
ganizational purpose の理論 組織期待 organiza-
tional expectationsの理論組織選択organizational
choiceの理論 組織統制 organizational controlの
理論を用いて明らかにした上でCYERT and MARCH+30-
Chap. - . /訳書 -章 .章 /章 コンフリクトの準
組織と法人制度 25





り纏めたのであった CYERT and MARCH +30- ++1+,/


































+ 法人制度の機能個人から団体 組織 へ
すでに述べたように 法人制度の端緒は 古代のロマ
法/3において見ることができる すなわち ユスティニ
アヌス帝 JUSTINIANUS, .2-/0/, 在位 /,1/0/ 法典を
中心とするロマ法体系のもとでは コルレギウム col-
legium 等の法人形態がいち早く見られた 井上 +3-+
+以下 石本 +3-/ -1/以下 原田 +3// 010* もっと
も ロマ法のもとでは 公法の領域では国家が 私法の
領域では市民たる個人が それぞれ権利の主体として考え
られていたために 法人それ自体は本質的な存在とはなり
得なかった 平野 +3,0 3233 原田 +3// 0102 す
なわち 法人格は法の付与にかかるものであり その本質
は自然人の擬制 persona ﬁcta, personel ﬁction に過ぎ
ず 行為能力は公法人より類推されたものでしかなかった





団体 都市 地方農民団体 宗教団体等の団体が見られた












法人ないし団体 Genossenschaft の認識は 必ずしも直
線的な法の継受を経て展開したのではなく 従って 当時
の法人制度は近代におけるそれとは異なったものであった




福地 +332 3 しかし 法人制度についてはそのような
形でのロマ法の継受は行われず むしろ近代型の経済構
造に合わせた法人制度として構築されなければならなかっ
た 福地 +332 +* そのような状況は 中世から近世に
かけての封建的国家観 絶対君主的国家観とそこにおける
法人ないし団体の設立とその制限という国家意志 福地
+332 3+* と 中世後半からの都市や商業の発展と自然





















































ものとして処理するための 記号的 言語的 技術である
まさにこの点に 法人の個人型法人格の法技術的意義が存














ほかならない 西原 +3// ., と述べ 法人制度のもと
では その構成員 社員 の欠如は当該法人の継続的維持
を妨げる要因とはならず 従って法人は自然人ないしそれ
に基づき設立される個人企業のように生命による制限を受
けず ゴイングコンサン going concern : 継続事業
体 としてその機能を発揮すると指摘している
このように法人制度は 基本的には団体に法的主体性を
もたせ 更に永続性を発揮させる法技術であり 一方 法
人のもつ法的主体 legal entity 性は私的所有権 pri-











然人とは異なった永続性 peretural succession を与え
るのものであり そのことにより資本主義経済のもとで























い 川島 +3/, +3++3-参照 そして このように個人
財産から厳格に分離された会社財産が資本概念を構成する
のであり それは基本的に会社の総財産 資産 から消極






識し得ることができるからである 川島 +3/, +3-+3.参
照 そして このような独立した会社財産たる資本は
ヴェバやゾンバルト SOMBART, Werner が主張した
ように近代組織の合理性に基づき承認される複式簿記の制
度に基づく資本計算に大きく依存しており これに基づき
資本額が計算可能となるのである 青山 +333 +12+2+









めざるを得なかった 四宮 +320 1. とし 株式会社や
有限会社の有限責任制度を法人格を前提として説明してい











































ており 更にかかる条件を満たせば 立法論としては 民
法上の組合であろうと個人商人であろうと 有限責任の利
































































あり わが国では 法人性 商法 /.条 +項 とともに社団
性 商法 /,条 +項 営利性 商法 /,条 ,項 を有するも
のを商法上の会社1*として定義している そして 主とし
て社員の責任形態の違いにより合名会社 合資会社 株式






























































置換されるのである 我妻 +3/- ,/参照
以上のような株主権ないし株主としての地位は 更に証
券と結合し 有価証券 株券 となることによって その
権利行使を円滑にするとともに 権利の流通性が高められ
る 株式が有価証券たる株券としてその存在を認められる
ということは 株券所持人 占有者 が株式の権利者 所
有者 として推定されうる 商法 ,*/条 ,項 ことになり
また譲渡される権利の内容は券面上に記されており 商法



















確立が必要である 我妻 +3/- ,3. ,30,33参照1. す
なわち 金銭債権として出資され資本に転化した株式につ
いて その弁済と資金回収の確実性が図られなければなら
ない 我妻 +3/- ,3. のであるが その機能を果たすの





























る すなわち 近代株式会社においては その特徴の一つ
として機関の分化をあげることができるのであり 株式会
















BERLE and MEANS +3-, : +33+ .3訳書 00 株式所有の
分散化にともない所有権 ownership と支配 control
の間に分離現象が生じることを指摘した BERLE and




指摘した すなわち 彼らは 
支配なき富の所有および所
有なき富の支配が株式会社発展の論理的帰結として出現す
る BERLE and MEANS +3-, : +33+ 00訳書 22 と述べ




ている BERLE and MEANS +3-, : +33+ 0001訳書 22
2313 その中で 彼らは 
所有なき富の支配 たる経営者






会 proxy committee に委ねるのであるが 委任状委員
会は事実上経営者によって指名されたものであり 経営者
は後継者を事実上指名し得る権限を有することになる







































































































































要から管理会計制度を発達させ21 また法人 会社 制度
の面からは資本と収益の区別を明確にし それを株主債
権者等へ報告する必要から財務会計制度を発達させたので
あった22 その意味では 組織 法人ともに資本主義精神
の重要な要素とされる計算能力を独自の観点から展開し








た組織の提案 今井金子 +322 参照 や緩やかな結合
による組織 organization as loosely coupled systemの
提案がなされている LINCOLN ed. +32/ Chap. .訳書 .


















































パソンズ PARSONS +30* +1 やエチオニ ETZIONI
+30. - 訳書 - である また バナドは 組織とは
意識的に調整された人間の活動や諸力の体系 とした上
で 彼の協働体系の理論を展開している BARNARD +3-2
1,1. 訳書 1/10
, 古典的な組織の定義によれば 組織 とは仕事の結合過程
であり まさに組織することであり 管理のための対象な
いし用具に過ぎず そこには組織目的の認識は見られない
大友 +303 ,**,*+参照 なお 組織認識の展開につき
詳しくは ETZIONI +30. -	 訳書 -章以下参照










めの知恵と技術は 政治の技術 politike techne と呼ば
れ それは 政治的徳 politike arete により支えられて
おり かつ万人に平等に与えられたものであった PLATO









+330 -, と述べている なお この企業家のもつ企業家
精神について それをイノベション innovation ない
しイノベタ innovater として体系化したのは言うま






を明らかにした KIRZNER +31- KIRZNER +331 なお
角野 +330 ---.参照更にチャンドラは市場調整の
不確実性という観点から アメリカにおける大企業生成プ






はできない という三つの側面をあげ 法人は 匿名ない
し他人性と責任制限をつくる技術である 四宮 +320 1-
と結論づけている
1 井上教授は法人の特色を整理した上で 井上 +3-+ +*
++ 物権関係 債権関係 遺贈の関係 訴訟関係について
ロマ法の中に法人の実質的概念が見られると述べ 井上
+3-+ +,+. 後述のように ロマ法における実質的な
法人制度の端緒としてロマの地方都市をあげている 井
上 +3-+ ,*,2この点に関しては原田 +3// 00林




,.また SAVIGNY +2.*訳書 ,+1,-3にはロマ法の
もとでの法人の具体的な形態について ロマの地方自
治体 Gemeinde 任意団体 Willkuhrliche Vereini-




はこの考え方は否定されている 原田 +3// 0001





































なっている なお 以上につき詳しくは 川島 +30/ 21
31 四宮 +320 1/12 林前田編 +33+ ,2 林 良平
組織と法人制度 33
執筆 於母 +330 2,2/等を参照されたい
+* この点に関し 川島教授は法人研究の意義について 法の
世界で法人として現象するものの実質的な社会関係が何で
あるかを具体的に探求すべきである 川島 +30/ 30 と




にある政治構造の研究 の必要性を説き 川島 +30/ 30
31 法人理論に終始した思考から脱却し 法人を含む団体
を総括的に研究する方向の必要性を指摘している 川島
+30/ 31 また 四宮教授は 法人を成立させる契機を実




にすべきだと考える 四宮 +320 1/10 と述べている
なお かかる点に関し林前田編 +33+ 01 林良平執











+1,北川 +33. 0*0+遠藤ほか編集 +330 0001参照
なお 現実に法人制度については 法人格の濫用あるいは
法人格の形骸化を要件として一般条項として 民法 +条 -
項の権利濫用規定に根拠を求める考え方もあるが 法人格
否認の法理が判例上適用されている 最判昭和 ..年 ,月





ついては 川島 +30/ 3.3/参照
+, 商法は会社の本質を社団性 商法 /,条 +項営利性 商法


































ある 以上につき 岡村 +3/2 ,.., 馬場 +312 .1/0
植竹 +32. 112* 角野 +330 -3.* 角野教授は こ
のような株式会社のもつ資金調達の組織的効率性を 資本






が見て取れるとしている 角野 +330 .+なお岡村 +3/2



























争 imperfect competition や独占的競争 monopolistic
competition を巡る問題として議論の俎上に載せられて
いる なお シュンペタは独占について いわゆる 進
歩的独占 論を展開する それは 独占擁護論ではないが
しかし従前の感情的な独占批判論を批判し 独占体系自体








SCHUMPETER +3., Part. Chap 2訳書第 ,部第 2章 河
木原34
野 +31, +,,+,-参照また産業組織論の分野において
も市場構造 market structure市場行動 market con-

















のである 以上につき詳しくは 新庄 +33* -.0+ 小林
+33* 0/23 井手 +33. +/,0 小林 +33. ,1.* な
お シカゴ学派の独占禁止政策の法律学上の評価について
は村上 +321 に詳しい そしてこのような分析法は 更
に法や制度を価格理論 効率性の視点で分析する 法と経
済学 Law and Economics ないし 法の経済分析 Eco-






Friedrich : 狩猟牧畜農耕農工農工商 ヒルブ
ラントHildebrand, Bruno : 自然経済貨幣経済信用
経済 シュモラ Schmoller, Gustav von : 村落経済
都市経済領邦経済国民経済 ビュッヒャ
























においてすでに見られる 阿閉内藤編 +3/1 /1
,+ 彼はその内容を 物質の統合 integration とそれにとも
なう運動の分散 dispersion と定義している そして
進化の法則の体系的分析を試み 進化の方向性を統合
化 分化 確定化の三つを基準にして考察している
すなわち 統合化とは 進化が 非凝集的から凝集的へ と
向かうことを定式化したものであり 分化は 統合化とと
もに進化が 同質性から異質性へと向かうことを定式化









がそれぞれ導かれるとされる 以上につき友枝 +32+ a











,. この点は我妻 +3/- において更に展開されるところであ
るが 後述する
,/ この点は有名なメインの 身分から契約へという標語に










尾高 +32* +1+2 スペンサ理論については 独自の
否定的見解を述べている DURKHEIM +23- 訳書上巻 -+0





























WEVER +3,. 訳書下巻 +/+ 彼によれば 近代資本主義
の特色は合理的資本計算によるものであり 彼は計算可能
性 Berechenbarkeit を強調したのであった





として捉えられていた 詳しくは WEVER +3,, 世良訳
+30* -,/3参照





















る WEVER +3,. 訳書下巻 ,-.以下 が かかる点に関し
てはすでにWEVER +3*/ において理論展開がなされてい
る











造変動論を展開している PARSONS +300 参照
-1 適応的上昇とはA機能に関するもので 生産力の上昇が
該当する 分化とは G機能に関連しているもので 分業
の展開にともない社会の諸機能が発展することを意味して





換がこれにあたるとされる 以上につき友枝 +32+b +..
+./を参照
-2 進化的普遍態については 友枝 +32+b +./+.0を参照








むものとして 富永 +320 第 -章 第 .章 富永 +322




+1/3 があり そこでは人間の本性である仁愛 benevo-















ている DOUMA and SCHREUDER +33+ /1訳書 1++
MILGROM and ROBERTS +33, 訳書 ,1,2参照






MARX +201 訳書 /1//10 とともに 管理機能が資本家
の手に由来していると指摘している MARX +201 訳書
/10
./ 言うまでもなく 資本主義企業における組織の問題は ア
メリカにおいてASMEを中心とした工場管理問題への対
応を端緒として 初期の管理組織論として展開を見たので
あった 角野 +330 +*2++-参照
.0 組織的調整については後述するが ここではさしあたり角
野 +330 -,以下を参照
.1 本項で言う新制度学派 new institution school とはコ
ス COASE, R.H. ノス NORTH, D.C. ウイリアムソン
WILLIAMSON, O.E. ポズナ POSNER, R.A. 等による
制度市場組織に関する一連の研究をさすこれに対して
制度学派 institution school の開祖ベブレン VEBLEN,
T. の流れを汲む neo-institutionalistが新制度学派と混同
されるが これはエアズ AYRES, C.E. ガルブレイス




+333 -1以下 経済学史学会編 ,*** ,+*,++の 新制




つながるものである 根岸編 +33/ ./.0参照




CHANDLER, Jr +311 Chap. 1, Chap. 2訳書第 1章 第 2章
木原36
のほか COCHRAN +311 Part ,, Part -訳書第 ,部 第 -
部が参考になる また 経済史家の手によるものとしては
FAULKNER +30* Part .訳書下巻第 .部等を参照 いわゆ
るアメリカンシステムからフォドシステムに至る大量生























野 +330 第 +章 第 ,章 角野 +332 第 -章第 .節を基
礎にしている なお このような内部化の問題は産業組織
industrial organization の問題として論じる必要があ
り この点についてはWILLIAMSON +31/ Chap. /, 0, 1訳
書第 /章第 0章第 1章においても論じられているが今
井ほか +32, 第 1章等も参照 また歴史的実証としては








船田 +302 第 .章 第 0章 柴田 +310 ,-1.等を参照
0* collegiumuとは埋葬社団のことである
0+ この点に関しては 村上 +32* +.0+0*におけるギルケ
に関する叙述部分を参照 また 住谷 +32/ 第 .章には歴
史資料を基にした分析がなされている
0, 法人理論については 川島 +30/ 2131 四宮 +320 10
11を参照 なお 法人擬制説にき福地 +332 /-以下 法




+3/, 訳書 +*.+*/参照 社会に事実として存在してい
る法人のもつ現実的意義を存在母胎である社会関係の中で
捉えることは言うまでもなく重要な意義をもつ 福地





























る 従って イギリスでは伝統的に Company Actとして
会社法が制定されているのに対して アメリカでは法制度






コメンダ commenda にその起源を有す GOWER +33,
,* +1,*年の泡沫法 Bubble Act以降は会社設立が制限




02 例えばイギリスでは +2..年の Joint Stock Companies
Actにより法人格の取得が認められたが 有限責任制度は




総額を資本とし 商法 ,2.条ノ ,第 +項 それを登記によ
り公示する 商法 +22条 ,項 0号 その上で 利益配当
中間配当法定準備金にかかる規定 商法 ,22条,3-条
,3-条ノ / 等を設けている 公示主義に関しては 商法
+00条 +項 3号.項 +22条 ,..条 -項.項 ,0-条
,2,条 ,2-条 -項 ,3-条ノ 0等を参照
1* わが国にはいわゆる商法上の会社のほかに相互会社がある
が これは保険業を行うことを目的として設立された保険






更手続きについては 保険業法 2/条30条参照 一部の
生命保険会社では株式会社への転換がなされつつある な
お 相互会社について詳しくは 大塚監修 +331 を参照
1+ わが国では .形態の商法上の会社を認めているが ドイツ
では無限責任社員と株主からなる株式合資会社Komman-





1, 平成 +*年度の税務統計に基づけば 法人総数 ,,/*2,2/,の
うち株式会社は +,*1/,22+社で .,.3を占めているが 資本
金規模で見れば資本金 +億円以上の法人数 -0,23/のうち株
式会社は -.,3-2社で 3..1を占め 資本金 +**億円以上の
法人数 +,,+3のうち株式会社は +,+31社で 32.,を占めてい











度の充実を積極的に評価するものとして 岡村 +3/2 ,.
/* 馬場 +312 .1/0を参照
1/ 株式会社の資金調達手段は 間接金融としての銀行等から
の借り入れ 直接金融としての新株発行 社債の発行があ






り 資本及び準備金の総額を超えて募集できず 商法 ,31
条 +項 また最終の貸借対照表により会社に現存する純資
産額が資本及び準備金の総額に満たないときは その資産











ことができる 商法 ,2.条ノ ,第 +項 ,項 この金額は
払込剰余金と呼ばれ 資本準備金として積み立てられ 商
法 ,22条ノ ,第 +項 +号 資本に欠損が生じた場合の補填




ならない 商法 ,3*条 よって 借入金や社債に比べて安
定的かつ低コストで資金調達が可能となる
10 かかる点に関し川島教授は 所有権の債権化現象を株式に
求めるとともに 川島 +321 -+- 所有権の自由を前提と
して 商業信用と銀行信用のもとでの資本集中あるいは企
業集中たる独占的支配に 所有権の債権化現象の究極を求
めている 川島 +321 -++-+- かかる指摘は 後述する
所有と経営に基づく企業規模の拡大現象と表裏をなしてい
る
11 現行商法のもとでは 取締役は株主でなくともよく 定款
においても取締役が株主であるという規定を設けることは
禁止されている 商法 ,/.条 ,項もっとも昭和 +-年改
正前商法においては取締役は資格株を監査役に供託する旨
の定めがあり 昭和 +-年改正前商法 +,*条 /号 +02条
昭和 +-年改正商法は定款で資格株を定めることを認めて









版をもとに復刻された判 BERLE, Adolf A. and GARDINER
C. MEANS, The Modern Corporation & Private Property
(With new introduction by MURRAY Weidenbaum and

























2- 自由放任の国アメリカでは +3世紀末 トラスト方式によ
る企業合同が加速された これは トラスト協定 trust
agreement を結んだ株主が その株式の支配部分を受託
理事会 board of trusteesに預託しその代わりにトラス
ト証券 trust certificate を受け取るという組織形態であ
り諸利害関係者の実際の合同であるしかしトラスト方
式による企業合同は反トラスト法 Anti-trust Law によ
り制限されるようになったが これに対して +3世紀末から
,*世紀初頭には持株会社 holding company による企業
合同が促進された FAULKNER +30* Chap. ,+訳書下巻
第 ,+章 角野 +330 ,+/,+1参照
2. かかる点に関しては 株式会社が法人として他の株式会社
の株式を所有することになり いわゆる法人株主を巡る問
題を惹起する わが国では 周知のように 0大企業集団を
中心とする株式持ち合い構造のもと 法人資本主義 奥村
+31/ 奥村 +33+ 奥村 +33- 等を参照 ないし脱資












20 チャンドラは 近代企業の成長にかかる特質として 規
模の経済と範囲の経済への対応と そしてそれを支える組
織能力 organizational capabilities の重要性を説いてい
る すなわち 規模の経済と範囲の経済が十分に利用され
た場合においてその組織能力のもと水平統合 horizontal
integration や垂直統合 vertical integration による効
率性を引き出すことが可能であり 結果として企業を拡大
させ 更に新たな市場や事業へ進出するのである 以上に
つき CHANDLER, Jr. +33* Chap. ,訳書 ,章参照 なお
規模の経済性の産業組織論上の意味合いについては越後編
+303 序章 越後和典 参照




+330 +/-+/0会計史からの研究として伊藤 +33- ,章
/章を参照
22 かかる点に関して 株式会社制度と会計の発展について
LITTLETON +3-- Chap. +-訳書 +-章 期間損益計算の形
成過程については茂木 +303 第 0章を参照 また このよ
うな企業会計制度の基礎となる複式簿記の発展史について
は LITTLETON +3-- Chap. +-chap. +*訳書 +章+*章 そ
の基本構造については茂木 +30- を参照
23 かかる批判としては 例えば SCHUMACHER +31- また
組織のもつ合理性の限界についてはSIMON+3./ARROW
+31. 等にふれられている また GINZBERY and VOITA
+32/訳書第 -章には 企業規模と経済効率に関する学
説整理がなされている






は同調しかねる 私見では 経営者 取締役 株主 従業


















るのである なお 中村 +332 +03以下参照
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Organization and Corporation System : Basic Struc-
ture and Signiﬁcance of Modern Business Enterprise
By
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Summary : In this study, the author has shown the basic structure and signiﬁcance of a modern
business enterprise by a theoretical approach to the organization and the corporation system which
are its fundamental elements. This is not the generally accepted method to study the organization and
the corporation system in the same frame of reference, like interdeciplinary methods. However, the
author has been able to show some particularly signiﬁcant aspects of a modern business enterprise. A
modern business enterprise has had rationality and e$ciency as its nature and has been raising the
scale and scope of business by making use of the organization and the corporation system. On the
other hand, however, we have to seek the new signiﬁcance of the modern business enterprise based on
the social response as part of the nature of the organization and the corporation system, because
modern business enterprise has been causing some social problems with the enlarging of its scale and
scope.
Key Words : Organization, Corporation, Complex Organization, Stock Corporation
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